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小中学校体育館への空調設備の早期整備を求める決議 

 

近年、夏に顕著な高温を記録する年が頻発し、気象庁は４０℃以上の日を「酷暑日」と定め

た。８月３日の気象庁の報道発表によると、本年は５日連続の酷暑日を記録するなど、７月中

旬から下旬の西日本の平均気温は、統計開始以降の最も高い記録になったとしている。本市に

おいても、昨年、本年と２年連続で観測史上の最高気温を更新し、本年７月には３８.５℃と

いう猛烈な暑さを記録した。 

年々厳しさを増す気候の中、児童生徒の教育活動の重要な拠点である体育館は、夏場には極

めて過酷な温熱環境となり、子どもたちと教職員の健康への影響が憂慮されるとともに、安全

に運動や学校行事を行うことが困難な状況となっている。 

また令和８年熊本地震では、避難所となった体育館の暑さ対策が大きな課題となった。文部

科学省の調査（令和８年５月１日現在）によれば、熊本県内で指定避難所となっている公立小

中学校の体育館等５３２棟のうち、冷房が設置されているのは１１１棟で設置率は２０.９％

にとどまり、高齢者や乳幼児をはじめとする避難者の健康状態の悪化が懸念され、体育館への

冷房設置を求める声が高まった。 

全国の公立小中学校の体育館等における空調設置率が３１.７％に達している一方で、本市

においては、避難所に指定されている１２校を含む１４校の体育館のいずれにも空調設備は設

置されていない。こうした中、先般、熱中症及び激甚化する自然災害対策として、高市総理か

ら第１次国土強靭化実施中期計画に掲げられている「令和１７年度までに学校体育館等のエア

コン設置率１００％」とする目標を４年前倒し、令和１３年度とする旨の発言があった。 

本年９月定例会において、各議員が小中学校体育館の空調設備整備について質したところ、

市当局から加速が求められる事業と認識しているとの答弁がなされたが、具体的な整備時期は

示されなかった。児童生徒の安全な教育環境の確保、そして市民の命を守る防災拠点の機能強

化のためには、猛暑の常態化や、南海トラフ地震の発生が危惧される中、一刻も早い空調設備

の整備が不可欠である。 

空調設備の整備に当たり、文部科学省で補助率が２分の１の交付金制度が創設され、地方負

担額の全額に地方債を充当でき、元利償還金の５０％が交付税措置されることで、実質的な地

方負担は２５％にまで軽減された。加えて、補助要件となる体育館の断熱性確保については後

年度実施や、屋根の遮熱塗装等の簡易な工法も対象とされるなど、整備に着手する環境は整っ

ている。 

よって、亀山市議会として、未来を担う子どもたちと市民の安全・安心な暮らしを守るため、

小中学校体育館への空調設備の早期整備に向け、下記のとおり強く求めここに決議する。 

記 

 

１ 小中学校体育館への空調設備について、国庫補助事業の有利な財源を最大限に活用し、早

急に整備すること。 
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